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岡
崎
氏
は
冒
頭
、
銀
行
業

界
に
お
け
る
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（
統
合

的
リ
ス
ク
管
理
）
に
つ
い
て

説
明
。
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
「
金
融
機

関
が
直
面
す
る
リ
ス
ク
を
、

自
己
資
本
比
率
の
計
算
に
算

入
し
な
い
も
の
も
含
め
、
各

カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
評
価
し

た
上
で
総
体
的
に
と
ら
え
、

金
融
機
関
の
経
営
体
力
（
自

己
資
本
）
と
比
較
・
対
照
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
管
理

型
の
リ
ス
ク
管
理
を
行
う
こ

と
」
と
し
、
各
種
リ
ス
ク
を

Ｖ
ａ
Ｒ
な
ど
の
統
一
的
な
尺

度
で
測
っ
た
上
で
統
合
す
る

「
統
合
リ
ス
ク
管
理
」
と
区

別
し
た
。

　
各
国
で
の
マ
ク
ロ
・
ス
ト

レ
ス
テ
ス
ト
の
実
施
状
況
、

金
融
規
制
上
で
示
さ
れ
る
ス

ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
内
容
、
金

融
庁
の
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
に

関
す
る
検
査
基
本
方
針
や
監

督
方
針
な
ど
を
説
明
し
た

後
、
保
険
業
界
に
お
け
る
Ｅ

Ｒ
Ｍ
に
話
題
を
移
し
、
中
核

的
な
機
能
と
な
る
Ｏ
Ｒ
Ｓ
Ａ
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）
を
中
心
に
解
説
。
同

氏
は
Ｏ
Ｒ
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て

「
中
長
期
的
な
経
営
計
画
に

資
本
計
画
・
投
資
計
画
な
ど

を
反
映
し
た
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
か
つ
フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ
キ

ン
グ
な
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
評

価
」
と
定
義
付
け
し
、
各
基

準
に
お
け
る
位
置
付
け
を
紹

介
し
た
。

　
金
融
機
関
の
バ
ー
ゼ
ル
規

制
と
保
険
業
界
の
ソ
ル
ベ
ン

シ
ー
規
制
の
比
較
で
は
、

「
基
本
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
変

わ
ら
な
い
が
、
バ
ー
ゼ
ル
規

制
の
第
１
の
柱
（
自
己
資
本

規
制
）
で
は
、
す
べ
て
の
リ

ス
ク
を
カ
バ
ー
し
て
い
な
い

の
に
対
し
て
、
ソ
ル
ベ
ン
シ

ー
規
制
で
は
す
べ
て
の
重
要

リ
ス
ク
を
包
括
的
に
取
り
込

ん
で
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
後
半
は
、
ス
ト
レ

ス
テ
ス
ト
の
実
務
動
向
と
し

て
、
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
実

施
方
法
や
ス
ト
レ
ス
シ
ナ
リ

　
損
保
総
研
は
２
月
６
日
、
損
保
会
館
会
議
室
で
「
保
険
・
金
融
業
界
に
お
け
る
ス

ト
レ
ス
テ
ス
ト
と
ス
ト
レ
ス
シ
ナ
リ
オ
―
そ
の
現
状
と
課
題
―
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

特
別
講
座
を
開
催
し
た
。
ソ
シ
エ
テ
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
証
券
東
京
支
店
で
グ
ロ
ー
バ
ル
マ

ー
ケ
ッ
ツ
統
括
本
部
副
社
長
を
務
め
る
酒
井
重
人
氏
と
有
限
責
任
監
査
法
人
ト
ー
マ

ツ
金
融
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
岡
崎
貫
治
氏
が
、
保
険
・
金
融

業
界
で
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（
統
合
的
リ
ス
ク
管
理
）
や
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
実
施
状
況
、
ス

ト
レ
ス
シ
ナ
リ
オ
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
国
債
暴

落
や
領
土
問
題
、
巨
大
自
然
災
害
と
い
っ
た
日
本
社
会
が
抱
え
る
「
ジ
ャ
パ
ン
リ
ス

ク
」
と
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
当
日
は
リ
ス
ク
管
理
部
門
や
経
営

企
画
部
門
を
は
じ
め
と
す
る
保
険
会
社
社
員
な
ど
多
数
が
参
加
し
た
。

国
債
暴
落
　
領
土
問
題
　
巨
大
自
然
災
害

ビ
ジ
ネ
ス
多
様
化
の
必
要
性
強
調

酒井氏

岡崎氏

損保総研　ストレスシナリオテーマで講座開催

「ジャパンリスク」の影響解説

オ
の
作
成
、

イ
ン
パ
ク
ト

計
測
の
現
状

と
課
題
な
ど

に
つ
い
て
解

説
し
た
。

　
酒
井
氏
は

「
日
本
に
お

け
る
主
要
な

リ
ス
ク
と
ス

ト
レ
ス
シ
ナ

リ
オ
」
と
い

う
テ
ー
マ
で

ま
ず
、
国
家

財
政
赤
字
の

拡
大
と
国
債
リ
ス
ク
に
つ
い

て
言
及
。
財
務
省
・
日
本
銀

行
の
公
表
デ
ー
タ
や
独
自
資

料
を
紹
介
し
な
が
ら
、
①
積

極
的
な
金
融
政
策
の
効
果
②

円
安
で
貿
易
収
支
、
経
常
収

支
バ
ラ
ン
ス
は
改
善
す
る
か

③
国
債
に
対
す
る
信
任
の
維

持
④
長
期
金
利
上
昇
の
金
融

機
関
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト

―
と
い
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
の
下

で
日
本
経
済
の
現
状
を
分
析

し
、
「
財
政
赤
字
と
経
常
赤

字
の
双
子
の
赤
字
が
発
生

し
、
日
本
国
債
の
安
全
資
産

へ
の
信
任
が
低
下
す
る
恐
れ

が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　
領
土
問
題
な
ど
に
か
か
わ

る
地
政
学
的
リ
ス
ク
で
は
、

中
国
の
軍
事
拡
大
・
海
洋
進

出
と
尖
閣
問
題
を
中
心
に
議

論
し
た
。
中
国
共
産
党
の
歴

史
や
近
年
の
中
国
の
経
済
成

長
の
推
移
、
海
洋
進
出
戦
略

の
方
向
性
な
ど
を
地
図
や
年

表
を
示
し
な
が
ら
説
明
し
、

「
す
ぐ
に
軍
事
衝
突
は
起
き

に
く
い
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失

う
可
能
性
が
あ
る
」
と
し
、

有
事
が
起
こ
っ
た
場
合
の
経

済
的
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い

点
を
強
調
し
た
。

　
自
然
災
害
リ
ス
ク
で
は
、

首
都
圏
直
下
型
地
震
、
東
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
で

予
測
さ
れ
る
経
済
的
損
失
な

ど
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
富

士
山
の
噴
火
リ
ス
ク
に
つ
い

て
も
触
れ
、
「
日
本
の
東
西

が
分
断
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る

経
済
的
損
失
は
甚
大
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
全
体

と
し
て
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
ほ
と
ん

ど
議
論
さ
れ
て
い
な
い
」
と

指
摘
し
た
。

　
ま
と
め
と
し
て
、
「
な
ぜ

ス
ト
レ
ス
シ
ナ
リ
オ
が
必
要

か
」
に
つ
い
て
持
論
を
展

開
。
ス
ト
レ
ス
シ
ナ
リ
オ
で

ワ
ー
ス
ト
ケ
ー
ス
を
想
定
す

る
こ
と
で
具
体
的
な
検
討
や

対
応
が
可
能
に
な
る
と
の
考

え
を
示
す
と
と
も
に
、
企
業

モ
デ
ル
と
企
業
内
資
産
配
分

を
収
益
安
定
・
成
長
の
た
め

に
分
散
化
す
る
こ
と
が
重
要

と
し
、
「
現
在
の
日
本
企
業

に
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
ア

セ
ッ
ト
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

多
様
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
結
ん
だ
。

保険会社社員が多数参加


